
JA全農グループでは、５年後、10年後を見据えて、全国で結集し、全力で自己
改革を完遂するとともに、新たな事業領域に挑戦し、生産者・ＪＡグループの未
来を創っていく決意で事業を進めています。本企画では、地域の畜産振興を図
るため各地域での生産者・ＪＡなどと連携した取り組みを紹介していきます。
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Ｊ
Ａ
西
日
本
く
み
あ
い
飼
料
株
式
会

社
で
は
、
毎
年
６
月
末
に
兵
庫
県
加
古

川
食
肉
地
方
卸
売
市
場
に
て
、「
系
統
出

荷
牛
枝
肉
共
励
会
」を
主
催
し
て
い
ま

す
。
地
域
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
全
農
や

Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
㈱
な
ど
各
団

体
と
協
力
し
、
２
０
１
９
年
度
に
は
第

11
回
目
の
共
励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
共
励
会
は
、
①
系
統
組
織
を
あ
げ

て
そ
の
生
産
牛
の
有
利
販
売
に
結
び
つ

　

２
０
１
９
年
11
月
27
日
、「
令
和
元
年

度 

系
統
肉
牛
経
営
後
継
者
育
成
研
修

会
」が
秋
田
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
県
内
の
肉

用
牛
後
継
者
を
は
じ
め
、
肉
用
牛
経
営

者
と
県
内
Ｊ
Ａ
畜
産
団
体
、
秋
田
県
や

関
係
機
関
な
ど
約
40
名
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

け
る
事　

②
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
に

資
す
る
事　

③
肉
牛
経
営
の
振
興
・
発
展

に
寄
与
す
る
事　

④
生
産
基
盤
の
維
持
・

拡
大
を
図
る
事
を
目
的
と
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
兵
庫
、
香
川
、
愛
媛
の

３
県
か
ら
、
黒
毛
和
種
・
交
雑
種
の
合
計

56
頭
を
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
産

者
の
皆
さ
ま
に
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
牛

を
多
数
出
品
い
た
だ
き
、
飼
料
製
造
・
販

売
を
担
う
当
社
社
員
の
励
み
・
誇
り
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
褒
賞
式
後
に
は
生

産
者
・
関
係
者
に
よ
る
懇
親
会
を
行
い
、

県
の
垣
根
を
越
え
た
情
報
共
有
を
行
う

と
と
も
に
懇
親
を
深
め
る
良
い
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
入
賞
の
副
賞
に
は
、
当
社
の
配

合
飼
料
や
通
販
サ
イ
ト「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」

で
も
人
気
の
牛
肉
や
ド
ー
ナ
ツ
を
用
意

す
る
な
ど
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
独
自
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
開
催
を
心
配
し
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
生
産
者
及
び
関

係
者
か
ら
開
催
を
望
む
声
が
届
き
ま
し

た
の
で
、
生
産
者
・
関
係
者
の
皆
さ
ま
の

健
康
や
安
全
の
確
保
に
最
大
限
配
慮
し

　

こ
の
研
修
会
は
、
肉
用
牛
経
営
に
お
け

る
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
と
経
営
健
全

化
、
若
手
関
係
者
の
技
術
者
の
養
成
を
目

的
に
、
Ｊ
Ａ
全
農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料

㈱
の
秋
田
営
業
所
が
毎
年
主
催
し
て
お

り
、
昨
年
度
で
第
7
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

講
演
に
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
飼
料
畜
産
中

央
研
究
所
の
笠
間
乳
肉
牛
研
究
室
か
ら

武
本
智
嗣
研
究
員
が「
繁
殖
牛
と
子
牛
の

飼
養
管
理
」を
テ
ー
マ
に
登
壇
。
ま
た
、

た
上
で
、
第
12
回
目
の
開
催
を

２
０
２
０
年
６
月
26
日
に
予
定
し
て
い

ま
す（
５
月
12
日
現
在
）。

　

今
後
も
当
社
の
配
合
飼
料
ご
利
用
の

皆
さ
ま
に
少
し
で
も
喜
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
取
り
組
み

を
考
え
て
い
き
ま
す
。
こ
の「
系
統
出
荷

牛
枝
肉
共
励
会
」を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
結
束
力
を
更
に
高
め
る
と
同

時
に
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
の
肉
牛
経
営

の
発
展
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら
は

山
口
恭
代
副
主
幹
が「
牛
の
衛
生
管
理
」

の
演
題
で
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
本
研
究
員
か
ら
は
、
研
究
所
で
の

実
証
試
験
を
ふ
ま
え
、
肉
用
牛
を
多
方

面
か
ら
見
た
飼
養
管
理
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
飼
料
を

適
切
な
栄
養
濃
度
で
給
与
す
る
事
が
肝

要
で
あ
る
事
。
こ
れ
に
よ
り
母
牛
の
健

康
状
態
が
改
善
し
、
加
え
て
母
乳
の
質

も
良
く
な
る
事
で
子
牛
の
健
康
状
態
が

向
上
し
て
い
く
と
い
う
試
験
結
果
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
飼
養
密
度
な

ど
環
境
要
因
を
考
慮
す
る
事
で
生
産
成

績
が
改
善
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
山
口
副
主
幹
か
ら
は
、

飼
養
環
境
や
寒
冷
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
応

策
の
紹
介
や
、
消
毒
の
重
要
性
と
実
施

方
法
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
㈱
科
学
飼
料
研
究
所
か

ら
は
峯み
ね
と
ま苫
健
太
氏
に
よ
る
同
社
製
品
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
牛
初
乳
代
用
乳

製
品
の
新
し
く
改
良
さ
れ
た
点
や
、
そ

の
他
関
連
商
品
な
ど
も
あ
わ
せ
て
利
用

メ
リ
ッ
ト
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
会
場
で
は
最
新
の
畜

産
用
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
つ
い
て
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
説
明
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
研

修
会
は
、
担
い
手
肉
用
牛
経
営
者
の
情

報
交
換
の
機
会
に
も
な
っ
て
お
り
、
講

演
の
終
了
後
は
、
研
修
参
加
者
に
よ
る

交
流
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
ど
も
は
、
今
後
も
生
産
者
の
方
々

の
生
産
性
・
経
営
成
績
の
向
上
は
も
ち

ろ
ん
、
ひ
い
て
は
地
域
の
畜
産
振
興
や

発
展
に
役
立
て
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

系
統
出
荷
牛
枝
肉
共
励
会

の
開
催

定
例
の
研
修
会
を
開
催
し

地
域
の
畜
産
振
興
に
貢
献

集全 結力

思いを込めて育てた牛が受賞すると、喜びもひとしお

出品牛のできを確認する生産者・関係者の方々

秋田営業所が主催する「系統肉牛経営後継者育成研修会」
は今回で7回目。肉用牛の飼養管理技術の向上と、参加者の
情報交換の場としてこれからも取り組んでいく
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